
アンケートへのご協力ありがとうございました。この結果をよりよい学校づくりに役立てていきたいと思います。

〈評価が高い項目〉
保護者・地域共に評価がＡ「そう思う」とＢ「やや思う」を合わせて９５％を超えている項目は、「１学校生活」、「３友達関係」、「６学力向上」、
「12危機管理」、「13地域連携」の５項目でした。昨年度は、９５％を超える項目がなかったことと比べると今年度は割合が高くなっていると
言えます。９０％以上の項目で見ても、昨年度の８項目から今年度は１０項目に増えていました。
○「１学校生活」：９５％が、子供は楽しい学校生活を送っているとの回答でした。今後も子供たちが、楽しく、元気に安心して通える学校を目
指して努力していきます。

○「３友達関係」：９７％が、子供は、やさしさと思いやりの心を持って友達と仲良くしているとの回答でした。学校のめざす子どもの姿「やさ
しく助け合う子」が少しずつ増えていると思います。

○「６学力向上」：９５％が、学校は、学力を伸ばすことに取り組んでいるとの回答でした。これからもICT利活用、体験学習、グループ学習など
の指導方法の工夫改善に取り組んでいきます。

○「12危機管理」：９８％が、学校はPTAや交通指導員さんなどとの連携で、子供の登下校時の見守りや避難訓練の実施など安全面に配慮して
いるとの回答でした。交通指導員や保護者・地域の皆様の日々のご尽力があってこそと、感謝しています。今後も、不審者情報をメール配信
でお知らせするなど細やかに情報を伝達したり、子供たちへ危機対応能力を高める指導を行ったりすることも併せて、努力していきます。

○「13地域連携」：９７％が、学校は地域（弥生会・遊学会・婦人会など）と連携した活動を取り入れるように努めているとの回答でした。この
地域連携に係る体験活動も、地域の皆様が大変熱心に学校教育に関わってくださるおかげで行うことができています。今後も、地域と共にあ
る学校を目指し、地域の多くの皆様方からの協力も得ながら、共に子供たちを育てていければと考えています。

～気持ちのよい学校にしよう～
○や やさしく 助け合う子 (心)
○よ よく学び よく考える子 (頭)
○い いきいき元気に活動する子(体)
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〈評価が低い項目〉

昨年度は、Ａ「そう思う」とＢ「やや思う」を合わせて、保護者
・地域共に８０％以下の項目は、「２あいさつ」「体力つくり」の２
項目でした。今年度は、保護者アンケートでは、２項目とも８０％
以上になっていて８０％を下回る項目はありませんでしたが、地域
アンケートでは、２項目とも６０％台になっています。保護者と地
域の方の評価の差が大きいと言えます。
○「２あいさつ」：保護者アンケートでは８３％が、子供は家庭や地
域であいさつがきちんとできているとの回答でした。全評価項目
のうち最も評価が低く、アンケートの記述でも「子どもたちのあ
いさつ、朝も安全パトロールのときも、あまりあいさつする子が
いない。大人ばかりが声を掛けがちなのは残念です。」などの意
見が寄せられました。あいさつを本校の重点目標の１つとして取
り組んでいますが、満足する結果が得られていません。しかし、
登校班調査の中で、「あいさつ」の項目を設け重点的に指導を行
った期間は、指導の効果を感じることができました。今後も、家
庭や地域と連携した指導を工夫しながら、引き続き重点項目とし
て指導していきます。

○「４体力つくり」：保護者アンケートでは８４％が、子供は運動し
たり遊んだりして、体を十分に動かしているとの回答でした。外
遊びを奨励し、元気に活動する機会を増やしてきましたが、児童
数が多く、運動場のスペースが十分ではないことも要因の一つだ
と考えられます。サッカーやドッジボールなどは、好きなときに
自由にできないという問題もありますが、今後も子供たちに外で
遊ぶことのよさや楽しさを味わわせる機会をつくっていきます。

※弥生フェスタの参観方法については、特に多くの意見が寄せられ
ました。来年度は改善工夫します。

今年もPTAから図書室に児童図書を

寄贈していただきました。写真のよう

に物語や伝記をはじめ図鑑など様々な

ジャンルから90冊の図書を買っていた

だきました。

子供たちは飛び付くようにたくさん

読んでくれると思います。ありがとう

ございました。

本校で伝統的に卒業間近に取

り組まれている卒業制作(毛筆

の条幅)のため、本校の元教頭

の森永和美先生と東区の重松

尚子様のお二人を講師にお迎

えして、熱心にご指導いただ

きました。この後、作品を表

装して掛け軸にし、卒業式の日に展示する予定です。


